
 

 

平成 30 年度 学校経営方針 
                       会津美里町立本郷中学校 

本校は、本郷一中と本郷二中が合併し昭和４７年創立の伝統ある学校です。
「どの生徒も生き生きと活動する学校」をめざし、生徒・保護者・地域と共に
教育活動に取り組んでいきます。 
小規模校の特性を生かし、本校ならではの特色ある教育活動を展開し、ふる

さとを愛し郷土と自分に誇りと自信が持てる生徒の育成をめざします。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

               
 

 

 

～どの生徒も生き生きと活動する学校～ 
 生徒にとって  

「学校に来るのが楽しい」「わかった・できた」「先生、友達に会えてよか
った」 といえる学校  

 保護者・地域にとって 
共に歩み信頼できる学校 

 教職員にとって 

楽しく・やりがいのある学校 
  

 
  
 
＜知＞ 自ら学び考える生徒   ＜徳＞ 他を思いやる生徒  
＜体＞ 自ら心身をつくる生徒      
                       

  
 
＜知＞  ◎「みさとの教え」・ ｢みさとの学び｣の継続実践 

◎ 交流授業の推進  ◎ 学力の確実な分析と改善策の共有 
＜徳＞  ◎ ちがいやよさを認め合う学級集団づくり  

◎ 道徳的価値の内面化と実践   
＜体＞  ◎ 運動の日常化 

目指す学校像 

 

 

教育目標 

 

 

町の共通実践事項（知・徳・体のバランスのとれた｢美里っこ｣の育成） 

 

＜地域と共に＞ 
本郷町は歴史的な伝統・文化があります。この地に建つ学校(子ども)

は未来の象徴であり地域のコミュニティです。本校は地域の方々を含め
た学校です。地域を元気にし、多くの方々に支えられている学校です。  
＜小規模校の特性＞ 
 一人一人に応じた指導ができます。                               
 教師と生徒、生徒同士、保護者・地域との結びつきが強くあります。 
 部活動への対応や生徒の組織的活動に工夫が必要になります。                

＜特色ある教育活動＞ 
 目の前の生徒の課題を解決するものです。 
 向羽黒や三十三観音など文化・伝統や地域人材を生かしたものです。  

＜誇りと自信＞ 
  自己肯定感・有用感、美里町・本郷(ふるさと)を誇りに思う心です。 



 

 

                   
 
 

 ＜ 知 ＞ 
  自分から意欲を持って学び、考えを表現できる生徒 

 課題への取組みや家庭学習など、着実に実践できる生徒 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 ＜ 徳 ＞ 

 自分のよさを伸ばし、相手のよさを認める生徒 

                                            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 めざす本中生徒像と実践事項 

 
１ 授業の充実 
 「みさとの教え」を自校化し、課題設定、言語活動の充実、まとめ
と家庭学習のつなぎを工夫します。  

 基礎の定着と使いこなす思考場面をつくります。 

 言語活動を生かし自己の考えを表す場面を設定します。 

 個に応じた指導および困り感への支援をしていきます。 

２ 現職教育の充実 

 スタンダードを活用し小中連携した学びを計画していきます。 

 授業実践を通して個に応じた指導法を改善していきます。 

 生徒活動も生かし、全校で取組む「学ぶ環境」の充実を図ります。 

３ 家庭学習習慣化と内容の充実 

 教科担当と学級が連携し組織的に家庭学習の工夫をします。 

 個に応じた学習方法の指導や支援をしていきます。 

学力テスト ： 本中＞全国・県平均 

 

１ あたたかい人間関係づくり 

 「みさと運動」を確実に実践し深化させていきます。 

 違いやよさを認め合う人間関係づくりに努めていきます。 

 いじめ、不登校に組織的に対応していきます。 

 ＳＣや保健室での相談体制を継続し全職員で共有・対応します。 

２ 道徳の充実 

 学校の教育活動全体を通して道徳実践力を身につけます。 

 ＳＳＴや集団活動を生かした人間関係づくりを進めます。 

３ 生徒主体の活動を通した絆づくり 

 行事や体験活動を通し一人一人に責任感と有用感を持たせます。 

 学校や学級の課題を自ら改善する活動を行っていきます。 

     いじめ ・ 不登校 ： ０  

 



 

 

＜ 体 ＞ 
 どんな活動にも、元気に取り組める心と体を持つ生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





＜特色ある活動（キャリア教育）＞ 
 伝統工芸を大切にする活動

 ・専門指導による陶芸教室を充実させていきます。
・せと市へ積極的に参加しキャリア教育の視点を生かしていきます。

 果実のある学校づくり
 ・果樹を育て守る活動を地域と協力し進めます。
 地域との交流活動
 ・地区文化祭・運動会、コンクール等の地域行事へ積極的に参加します。



＜家庭・地域等との連携＞ 
 幼保･小･中連携の深化
 ・交流事業を活性化させ目指すこども像を共有していきます。
 地域・家庭への情報発信

  ・ＨＰ、学年だより等での定期的情報発信をしていきます。

  ・オープンスクール（授業参観・各種行事）を設定していきます。
 美里町・那須町生徒交流会 

 地域教育資源の活用
・部活動等で地域指導者との連携を図ります。
・会津三十三観音、向羽黒、せと焼き等、地域のよさを学びます。
・専門機関による授業実践（人権・税・健康）をしていきます。
・作文、コンクール等へ計画的、積極的な参加をしていきます。 

地域と共に歩む学校 ～地域を元気づけ学校を支える基盤～ 

 

１ 命を大切にする指導の充実 

 交通事故０を目指す繰返しの指導をしていきます。 

 校内事故防止の徹底を図ります。 

 自他の命を尊重する心の教育を進めていきます。 

２ 基本的生活の確立 

 時間の厳守、整理整頓、言葉遣い、服装の徹底を進めます。 

 情報教育の実践（ＳＮＳ対応・ メディアコントロール）をＰＴＡ

と連携し進めます。 

 すこやか委員会との連携を深めていきます。 

３ 体力・運動能力を高める工夫 

 運動の楽しさを身につける保健体育の授業を展開します。 

 高まる楽しさを実感できる部活動を目指していきます。 

体力テスト ： 本中＞全国・県平均 

  

 
 


